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北極環境研究推進に関する最近の動向
Recent advance in discussions on the Arctic Environmental Studies
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北極研究について国内外で様々な取り組みが行われている。ＧＲＥＮＥ北極気候変動プロジェクトは 5年計画の４年
目に入り、研究成果のとりまとめが望まれている。また国内ではＪ CARによる長期構想検討が進められている。また、
国際的には 4月にＡＳＳＷが開かれ、来年は儲億研究提案にもかかわるＩＣＡＲＰ－ＩＩＩとあわせてＡＳＳＷが日本
で開かれる予定である。また、近年、北極に関する国際検討会も新しいものが生まれ、頻繁に開かれるようになってい
る。また、米国、カナダ、ノルウェー、ドイツ、ロシアなどとの 2国間の協力推進についても多くの話し合いがもたれ
れている。一方、北極圏にとどまらずグローバル気候研究の一端としてGCWや CliC、Ｆｕｔｕｒｅ　Ｅａｒｔｈなど、
ＷＣＲＰを継承する活動も進められている。

本発表では、急速に変化する北極の環境に対応して、急速に拡大・加速している研究コミュニティの動きについて紹
介する。
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